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県
内
外
 か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集
め
た
当
市
の
夏
ま
つ
り
「
五
所
川
原
立
伎
武
多
」
が
八
月
三
日
 
に
七
 

J
た
 

、つ
い
 

ち
し

か
ら
八
日
ま
で
の
六
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

よ
た
 
立
で

の
け
 

旅

、っ

初
日
の
」
百
に
は
、
岩
木
川
河
川
敷
で
花
火
の
音
が
響
き
渡
り
、
観
客
は
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
仕
掛
 
川
受
 

の
よ

水
を
 

子

る

け
花
火
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
 

清

り
 
親
見

関

乗
 
二

を

翌
、
四
日
か
ら
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
巨
大
な
立
侵
武
多
三
台
と
ミ
ニ
立
俵
武
多
、
ね
ぷ
た
 
大
名
 
て

物

り
ち
 
し

巻

が
中
心
商
店
街
を
練
り
歩
き
、
沿
道
に
詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
誇

勝
 
そ

絵
 

平
安
 時
代
の
絵
巻
物
さ
な
ガ
ら
に
範
か熊
纏
航
」
 

 

「五
所
川
原
立侵
武
多
」
 

 

園
 

 

◇
東
京
か
ら
来
た
四
人
家
族
 

初
め
て
見
て
び
っ
く
り
。
こ
ん
な
に
 

高
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
 

◇
埼
玉
か
ら
来
た
五
人
組
 

昨
年
も
来
た
け
ど
三
台
だ
と
迫
力
が
 

違
う
。
 

◇
仙
台
か
ら
来
た
ご
夫
婦
 

ホ
テ
ル
が
や
っ
と
取
れ
ま
し
た
。
来
 

年
も
ぜ
っ
た
い
来
ま
す
。
 

◇
市
内
在
住
四
十
ハ
歳
の
男
性
 

郷
土
の
誇
り
で
す
。
全
世
界
探
し
て
 

も
、
こ
ん
な
大
き
な
ね
ぷ
た
は
あ
り
 

ま
せ
ん
。
 

◇
弘
前
か
ら
来
た
お
父
さ
ん
 

初
め
て
見
た
け
ど
、
す
ば
ら
し
い
の
 

一
言
に
尽
き
る
。
 

桟
敷
席
で
は
、
観
客
が
思
わ
ず
ば
ち

を
手
に
取
り
一
緒
に
た
い
こ
を
た
た
く
 

ー
コ
マ
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
年
初
め
て
結
成
さ
れ
た
立
倭
武
多

応
援
隊
の
高
校
生
の
踊
り
も
登
場
。
そ

ろ
い
の
ハ
ン
テ
ン
と
ハ
ネ
ト
躍
り
で
祭

り
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。
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の
ら
 

J
の

土
か
 

た

代

郷

司
 
来
時

た
行
 
が

安

し

の
 
鬼
平

躍
多
 

F
で

活
武
 

の

る

て
侯
 

調

ま

け
立
 

基
 

か

の
 
が

は
 

に

こ
 
赤
目

和

、
 

、
露

昭
し
 

し

披

ら

生
 

対
お

か

再
 
に

の

正
を
 

J
多

大

ち

o
配

武
 

、
ま
す
軍

侯

は

て
で

r
立
 

J
 つ
の

の
な

配

も
も

ス
壮

軍

を

た

一
勇
 

F
神
れ

べ
 
で

作
精
ら
が

麗

新

の
作

色
華

の
屈
で

青
と

年

不
い
 
い
色

今

擁
思
濃
黄

不
の
 
の
 



市長と川樹桓義会長に目録を渡す山田さん（右） 

'
 

熱
戦
の
後
立

伎
武
多

も
見
学
 

北
海
道
・
東
北
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ゴ
ル
フ
五
所
川
原
大
会
 

美
術
館
建
設
促
進
期
成
会

へ

今
年
も
百
万
円
寄
付
 

本
市
出
身
東
京
の
山
田
春
雄
さ
ん
 

舞
の
海
も
出
羽
の
花
も

参
加
し
た
 

第
4
6回
西
北
五
中
学

校
相
撲
大
会

第
1
8回
 
西
北
五
小
学
校
相
撲
大
会
 

八
月
七
日
、
菊
ケ
丘
運
動
公
園
の
相

撲
場
で
西
北
五
小
学
校
・
中
学
校
相
撲

大
会
が
行
わ
れ
、
二
十
八
チ
ー
ム
、
百

三
十
一
人
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
昔
か
ら
「
ナ
ヌ
カ
ビ

相
撲
」
と1
1
白
わ
れ
、八
月
七
日
に
五
所
川

原
町
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
青
年

相
撲
大
会
が
原
点
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

今
は
引
退
し
た
、
舞
の
海
や
出
羽
の

花
な
ど
も
過
去
に
は
出
場
し
た
と
い
う

由
緒
あ
る
大
会
で
す
。
 

も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
昔
清
水
川
も

出
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
 

八
月
五
日
、
六
日
の
二
日
間
、
菊
ケ

丘
運
動
公
園
で
北
海
道
・
東
北
親
善
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
五
所
川
原
大
会
が

開
催
さ
れ
、
北
海
道
の
倶
知
安
や
仙
台

な
ど
か
ら
三
百
人
が
参
加
し
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴル
フ
は
、ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
魅
力
で
ど
こ
で
も
セ
ッ
ト
で

き
、
ル
ー
ル
も
た
っ
た
十
六
条
。
そ
ん

な
手
軽
さ
が
う
け
、
今
や
国
内
で
、
十

一
万
人
の
競
技
人
口
、
県
内
で
も
一
万

人
を
数
え
る
人
気
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ま

つ
り
期
間
中
に
行
わ
れ
た
大
会
で
は
、
 

優
勝
を
狙
い
日
頃
鍛
え
た
腕
前
を
競
い

あ
い
、
ま
た
、
交
流
会
で
は
参
加
者
は

街
に
繰
り
出
し
立
侯
武
多
の
威
容
を
見

て
驚
い
て
い
ま
し
た
。
 

美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
に
毎
年
百

万
円
ず
つ
寄
付
し
て
い
る
山
田
春
雄
さ

ん
が
八
月
四
日
、
成
田
市
長
を
表
敬
訪

間
し
百
万
円
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

山
田
さ
ん
は
、
市
内
一
野
坪
出
身
で

平
成
六
年
九
月
か
ら
の
寄
付
は
、
今
回

で
八
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
目
録
を

受
け
取
っ
た
成
田
市
長
か
ら
、
 「毎
年

寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
建
設
予
定
e
立
侵
武

多
の
館
の
中
に
美
術
展
示
ス
ペ

ー
ス
を

作
り
ま
す
」
と
お
礼
の
』1『葉
を
受
け
た

山
田
さ
ん
は
、
 「
一
千
万
円
を目
標
に

郷
土
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き
れ
ば

と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
早
く
展
示
館

が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

市
内
中
学
校
五
校
の
外
国
語
指
導
助

手
と
し
て
、
市
教
育
委
員
会
指
導
課
に

七
月
末
に
就
任
し
た
シ
ェ
リ
ー
・
ミ
ラ

ン
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
 

生
ま
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
。
オ

ー
ス
ト

ラ
リ
ア

・
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
で
育
ち
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
卒
業
後
、
祖
父
の
い
る
イ

ギ
リ
ス
に
渡
り
ョ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
、
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
を
旅
し
、
い
ろ

い
ろ
経
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
る
国
は
ラ
オ
ス
。
 

そ
の
理
由
は
寺
院
や
仏
教
に
興
味
が
あ

り
自
然
の
景
色
が
好
き
だ
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
 

そ
ん
な
シ
ェ
リ
ー
さ
ん
は
五
所
川
原

か
ら
見
た
岩
木
山
も
お
気
に
入
り
で
す
。
 

ま
た
、
立
侯
武
多
を
見
た
第
一
声
が
 

「W
o
W
」
。
こ
れ
ま
で
こ
ん
な
に
巨
大

で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ま
つ
り
は
見
た

こ
と
が
な
い
と
驚
き
、
細
部
ま
で
の
丁
 
 寧

な
作
り
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
 

趣
味
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
タ
陽
了
フ

ソ
ン

（
深
浦）
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

に
出
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
オ

ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
、
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ

を
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
、
笑
っ
て
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

「ゲ
ー
ム
感
覚
で
英
語
を
学
び
な
が

ら
教
え
た
い
。
け
っ
し
て
、
英
語
を
毛

嫌
い
し
な
い
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
勉
強
し

て
ほ
し
い
」
 
と抱
負
を
述
べ
る
シ
ェ
リ
 

ー
さ
ん
。
早
く
五
所
川
原
に
な
れ
よ
う

と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
 

 

曾
意
の
花
か
こ
）
 

 

ー
ど
う
も
あ
り
がと
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
 

O
五
所
川
原
市
へ
 

〇
柿
崎
績
さ
ん

（
中
平
井
町
八四
）
 

H
寄
贈
、
演
台
（
福
祉
行
事
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
）
。
 

〇
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原
 

（平
山
節
子
会
長
）
H
寄
贈
、
図

書
券
三
万
円
（
図
書
館
で
役
立
て

て
く
だ
さ
い
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
「
み
ち
の
く
」
白
戸
操

店
主
且
寄
贈
、
招
待
券
五
十
五
枚
 

（
み
ちの
く
の
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

カ
ラ
オ
ケ
）
 

J
 

こ
ん
に
ち
は
シ
ェ
リ
ー
で
す
 

新
任
外
国
語
助
手
シ
ェ
  リ
ー
・ミ
ラ
ン
さ
ん
（3
1)
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ー

目司
H
上
 

働

く
婦
人

の
家

利

用
者
ム
A
 

山
 

准
月掃ボ

ラン

ティ

ァー

→ 

入フ
の一 

く
、
り
し
 

昔

d
生
活
や
遊
び
を
今
に
伝
え
る
 

五
所
川
原
市
収
蔵
版
画
公
開
展
覧
会
 

七
月
十
四
日
、
五
所
川
原
市
働
く
婦

人
の
家
利
用
会
（
三
上
キ
ク
会
長
）
は

み
ず
と
み
ど
り
の
小
公
園
、
牧
水
公
園
、
 

竜
神
池
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た
。
 

炎
天
下
の
中
、
会
員
五
十
三
人
が
参

加
し
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
デ
レ
キ

ゃ
鎌
を
使
い
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど

を
し
て
い
ま
し
た
。
 

利
用
者
会
の
皆
様
、
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

八
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
、
市
が
所

有
す
る
全
国
小
中
学
校
版
画
コ
ン
ク

ー
 

ル
な
ど
で
日
本
一
に
な
っ
た
本
県
児
童
、
 

生
徒
の
作
品
を
展
示
し
た
 
「第
二
回
五

所
川
原
市
収
蔵
版
画
公
開
展
覧
会
J
が
、
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

で
開
催
さ
れ
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
 

展
示
さ
れ
た
作
品
は
大
型
の
共
同
制

作
作
品
で
昔
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
が
今

に
伝
わ
る
も
の
ば
か
り
約
百
点
。
そ
の

な
か
で
も

一
九
七
九
年
に
日
本
教
育
版

画
コ
ン
ク
ー
ル
で
協
会
賞
を
受
け
た
、
 

五
所
川
原
小
学
校
六
年
生
百
七
十
三
人
 
 

に
よ
る
連
作
四
十
六
点
「
津
軽
の
遊
び
」
 

が

一
層
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
作
品

は
、
当
時
の
津
軽
地
方
の
四
季
折
々
の

遊
び
が
克
明
に
描
か
れ
て
お
り
、
訪
れ

た
市
民
は
 
「
大変
な
つ
か
し
い
。
こ
の

よ
う
な
展
示
会
を
ぜ
ひ
と
も
続
け
て
ほ

し
い
」
 
と
話
しな
が
ら
貴
重
な
版
画
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

作
者
か
ら
 

ー
ツ
谷
 鶴
谷
真
紀
子
さ
ん
 

「卒
業
記
念
と
し
て
六
年
生
全
員
で

作
り
ま
し
た
。
父
母
と
四
人
の
先
生
の

協
力
が
な
か
っ
た
ら
出
来
な
か
っ
た
と

思
い
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
、
見

て
み
る
と
当
時
の
こ
と
が
難
っ
て
き
ま

す
」
 

作
品
名
 
よ
し
の
葉
の
風
ぐ
る
ま
 

作
 
者
 
駒
井
祥

孝
 
長
谷
川
克
仁

工
藤
優
香
理
 
鶴
谷
真
紀
子
 

永
年
に
渡
り
 

市
民
と
市
役
所
と
の
 

架
け
橋
と
し
て
尽
力
 

（
永年
勤
続
感
謝
状
贈
呈
式
）
 

氷
年
に
わ
た
り
行
政
連
絡
員
と
し
て

職
務
に
精
励
さ
れ
、
市
勢
に
尽
力
さ
れ

た
方
々
の
功
績
に
対
し
、
永
年
勤
続
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

（受
賞
者
紹
介
、
敬
称
略
）
 

＠
四
十
五
年
勤
続
者

（
一名
）
 

気
田
勝
治
（
上
平
井
町
）
 

⑥
ニ
十
年
勤
続
者
（
一
名
）
 

岡
田
晴
正
（
飯
詰
曙
町
）
 

⑨
十
五
年
勤
続
者

（
八名
）
 

磯
漫
勇
司
（
下
平
井
町
）
 

吉
井
善
一
 
（
湊
団

地
）
 

竹
谷
と
く
（
鎌

谷
町

）
 

野
呂
 
操

（
松
島
町二
・
三
丁
目
）
 

赤
城
幸
雄
（
み
ど
り
町
七
丁
目
）
 

伊
藤
俊
彦
（
原
 
子
）
 

小
野
正
清
（
田
 
中
）
 

長
峰
政
雄
（
北
新
・
中
町
）
 

⑥
十
年
勤
続
者

（
一名
）
 

伊
藤
義
美

（青

葉
町

）
 

 

大
久
保
 
均
（
弘
前
陸
上
自
衛
隊
）
 

蝦
名
 
健
（
五

所
川
原
消
防
署
）
 

三
浦
 
恒
一
 
（
青
森陸
上
自
衛
隊
）
 

桜
庭
 
誠
（

五
一
中
教
員
）
 

神
 
宗

学
（
五
工
高
3
年
）
 

高
橋
 
俊
輔
（
木
造
高
3
年
）
 

藤
森
 
史
久

（
五H
高
1
年
）
 

小
山
 
靖
貴
（
五
商
高
2
年
）
 

小
田
桐
俊
介
（
五
一
高
1
年
）
 

◆
女
子
 

小
関
由
希
子
（
木
造
校
3
年
）
 

佐
々
木
和
子
（
木
造
高
3
年
）
 

森
 
佳
津
代
（
五
一
中
3
年
）
 

田
中
 
理
恵

（
五
一
中2
年
）
 

◆
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
 

工
藤
 
明
生
（
五
四
中
教
員
）
 

青
山
 
勉
（
弘
前
土
木
事

務
所
）
 

中
元
 
剛
（
五

四
中
3
年
）
 

成
田
 
弘
法
（
五
一
中
2
年
）
 

. 
九
月
三
日
、
青
森
市
で
行
わ
れ
る
青
 

森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
に
当
市
を
代
表
 

し
出
場
す
る
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
も
是
非
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
監
督
 

工
藤
 
真
裕
（
工
藤
歯
科
医
院
）
 

◆
コ
ー
チ
 

小
田
桐
匡
孝
（
木
造
高
教
員
）
 

長
沼
 
恵
司

（五
所
川
原
消
防
署
）
 

◆
中
学
生
男
子
 

小
野
 
文
大

（
五四
中
2
年
）
 

鳴
海
 
昭
紀
（
五
四
中
3
年
）
 

封
馬
 
直
紀

（五
一
中
3
年
）
 

神
 
孝

明
（
五
一
中
3
年
）
 

第
8
回

青
森
県

民
駅
伝
競
走
大
会
 

が
施
腿
れ
J
闘
昭
趣
尋
趣
J
 

ー
敬
称
略ー

 

般
・
高
校
男
子
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大町 	ェ:1レ片叩ウ言七 	田町 	田町 

100円均ー前 rI-1u円田［月リ 東北電力前 でまち商会前 

西北病院前野管銀前 エルムの街 二本柳 

弘南バス
営業所 

南広田団地

入口 

姥葱 姥葱南口 市住バス停
青陽園前 夢屋前 山田電器前 

みどり町 
甜操＋ （各バス停） 

中
三
デ
パ
ー
ト前
 

柳沼バス停 TJ 

5 平成12年8月15日 五所川原市役所 B35-21 11 

商店街循環100円I惨 
>8月16日から広田・みどり町コースの時刻とコースが変わります。＜ 

市民の皆様にご利用頂いている『商店街循環

らカラフルにモデルチェンジされて運行してお

望に応え、広田・みどり町コースを下記のとお 

100円バス』が I月15日か 

りますが、利用者からの強い要 

り変更することになりました。 

    

■ 停留所ロフリー区間 
出発地点 一ぐ＞の区間はフリーゾーンです。 

バス停でなくても自由に乗り降りできます。 

※交差点や渋滞などの交通事情によってはすぐに停車

できない場合がありますので、ご了承ください。 

広田・みどり町コース 

  

広田・みどり町コース 

み
ど

り
町
市
営
住
宅
前
  

9 : 30 14 :30 
10:30 15 : 30 
11: 
12 : 

30 
30 

16 
17 

: 30 
: 30 

13 : 30 18 :30 

エ
 
ル
 ム
 
の

街
  

9 : 50 14 : 50 
10: 50 15 : 50 
11: 
12 : 

50 
50 

16 : 
17 	: 

50 
50 

13 : 50 18:50 

中
三

デ
パ
ー
ト
 

 

9 : 55 14 : 55 
10 : 55 15 : 55 
11: 
12 	: 

55 
55 

16 	: 
17 	: 

55 
55 

13 	: 55 18 : 55 

※なお、交通事情により多少時刻を前後することがありますが、ご了承下さるようお願い申し上げます。 

主催／五所川原商工会議所・弘南バス株式会社 

共催／五所川原市・五所川原街づくり(*)・五所川原市商店街振興組合連合会 

お問い合わせ／五所川原商工会議所 TELO 173-35-2121 

弘南バス欄五所川原営業所TELO 173-35-32 12 

易騒翁炉闘吏痢噛埜受夢中 
環境対策課 内線231・233 

～簡易焼却炉の使用による苦情が多＜寄せられています。～ 

簡易焼却炉による苦情 

・煙が家の中に入ってくるので、窓が開けられない。’ 

・すすが飛んできて洗濯物に付く。 

・火の粉が飛んできて危ない。 

・プラスチック製の物を燃やしていて、悪臭がする。‘ 

簡易焼却炉の使用は、近隣の方の迷惑だけでな＜、大気汚染にもなります。みんなで協力し

環境保全に努めましよう。また、ごみの減量にも努めましよう。 

｝等の古情力寄せりれて ます 



平
成
1
2年
度
 

出
稼
者
及
び
留
守
家
族
 

激
励
会
を
開
催
し
ま
す
 

商
工
観
光
課
内
市

出
稼
協
会
事
務
局
 

内
線
3
9
4
 

フ
ア
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
 

会
員
交
流
会
・
 

事
例
発
表
の
お
知
ら
せ
 

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

年
金
住
宅
融
資
で
 

五
所
川
原
市
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ツ
ジ
 

（
地域
振
興
大
学
）
講座
開
設
 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

内
線
5
5
5

・
5
5
6
 

家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会
s
8
月
 

中
央
公
民
館
 
廿
（
3
5)
6
0
6
6
 

hb
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、
無
理
と
事
故
の
な
い
 

み
ん
な
で
明
る
い
出
稼
ぎ
を

、
 

●

8
月
3
1日
困
 
1
3時

ー
 

中
央
公
民
館

（
大ホ
ー
ル
）
 

◇
内
容
 

出
稼
者
安
全
祈
願
祭
、
お
楽
し
み
抽
 

選
会
、
ァ
ト
ラ
ク
シ
ョ
、
ノ
 

◇
三
浦
智
恵
子
一
行
に
よ
る
関
下

恵
子
民
謡
シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
す
。
 

※
全
員
に
粗
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
 

種
別
変
更
の
届
け
忘
れ
は
 

あ
り
ま
せ
ん
か

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
2
、
2
1
3
 

就
職
・
退
職
を
し
た
と
き
や
配
偶
者

の
扶
養
に
つ
い
た
と
き
な
ど
は
、
そ
の

つ
ど
種
別
変
更
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
 

特
に
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

は
、
配
偶
者
の
就
職
や
退
職
な
ど
に
よ

っ
て
も
、
そ
の
つ
ど
種
別
変
更
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
届
出
が
お
く
れ
る
と
、
 

2
年
以
上
前
の
期
間
に
つ
い
て
は
保
険

料
が
納
付
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
 

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

〔
手
続き
に
必
要
な
も
の
〕
 

●

就
職
し
た
と
き
 

本
人
 
社
会

保
険
証
ま
た
は
資
格

取
得
証
明
書
 

配
偶
者
 
夫

（
妻）
の
扶
養
に
な

っ
た
場
合
は
第
3
号
被
保
険
者
届
出

書
と
社
会
保
険
証
ま
た
は
資
格
取
得

証
明
書
、
印
鑑
 

●

退
職
し
た
と
き
 

資
格
喪
失
証
明
書
 

●

8
月
2
2日
因
 
1
8時

ー
2
0時
 

市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「く
る
み
園
」
 

☆
年
に
一
度
の
入
所
者
と
市
民
の
方
々
 

と
の
交
流
を
持
つ
機
会
で
す
。
 

年
々
、
参
加
地
域
の
範
囲
も
広
が
り
、
 

仮
装
盆
踊
り
へ
の
参
加
者
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
市
民
の
方
々

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

☆
模
擬
店
 
即
食
分
準
備
し
て
あ
り
ま

す
。
 

●

9
月
1
2日
因
 
1
0時

、
1
2時
9
9刀

菊
ケ
丘
運
動
公
園
・
市
民
体
育
館

◇
内
容
 

・

ち
び
っ
子
小
運
動
会
 

・

小
さ
な
劇
場

（
観劇
）
 

お
や
こ
劇
場
 
長
利
恵
美
子
さ
ん
 

・

昼
食
時
に
事
例
発
表
 
会
員
2
名
 

◇
会
費
 
無
料
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
5
日
因
 

※
弁
当
持
参

（
希望
者
に
は
5
0
0
円
 

の
弁
当
の
注
文
を
受
付
し
ま
す
）
 

青
森
県
厚
生
年
金
勤
労
者
住
宅
協
会
 

"
0
1
7
(7
7
3
)
 
 2
0
7
7
 

◇
申
込
で
き
る
方
 
厚
生
年
金
保
険
に
 

3
年
以
上
加
入
し
て
い
る
方
。
 

◇
使
い
み
ち
 
住
宅
の
新
築
や
購
入
、
 

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
。
 

◇
受
付
期
間
 
8
月
7
日
⑧

、
 

9
月
2
2日
固
 

◇
融
資
利
率
 
年
2
・
7
6
%
 

（
年
金バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅の
場
合
・
 

2
段
階
金
利

・
平
成
1
2年
4
月
2
0日

現
在
）
 

次
の
と
お
り
平
成
1
2年
度
秋
期
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
を
開
講
し
ま
す
っ
 

●

9
月
9
日
田

、
1
0月
2
8日
田
7
日
間
 

1
3時
3
0分

、
1
6時
 

●

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

（
市
内
飯詰
）
 

◇
対
象
者
 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
 

（
社
会人
）
又は
市
内
に
勤
務
す
る
者

で
パ
ソ
コ
ン
未
経
験
者
又
は
初
心
者
 

（
春期
受
講
者
を
除
く
）
 

◇
講
座
内
容
 
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
な

が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
エ
ク
セ
ル
、
 

ワ
ー
ド
を
学
ぶ
。
 

◇
募
集
人
員
  
2
0人

（定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）
 

◇
募
集
期
間
 
8
月
2
1日
囲

、
8
月
2
3
 

日
加
 

◇
受
講
料
 
1
人
3
0
0
0
円
 

（受
講
が
決
ま
っ
た
人
は
8
月
3
1日
困

ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
納
入
し
て
く

だ
さ
い
）
 

今
月
は
幼
児
・
小
学
生
向
け
映
画
を

準
備
し
ま
し
た
。
 

●

8
月
2
6日
田
 
1
0時
、
1
1時
契
万
 

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
 
狐
っ
こ
姫
と
ァ
了
ノ
ジ
ャ
ク
 

・

い
の
ち
・
「
日
本
昔
ばな
し
」
よ
り
 

（
浦島
太
郎
・
絵
姿
女
房
二
休
さ
ん
 

・

髪
長
姫
）
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

8月31日（木）は 

市 県 民 税第2期
国民健康保険税第2期

の納期限です。 
お手元の納付書を確認し、 
期限内に納めましよう。 

収納課 内線 431 

回次 月 	日 講 座 内 容 

1 9 月 9 日 (tnt 、 I・nol】 
一仁タ 不トへJ)接続と活用方法 

2 9 月16日 (Excel] 
・テ＝タの入力と書式の設定 

3 9 月30日 (Excel] 
・グラフの活用 

4 10月 7 日 (Excel] 
・数式の利用 

5 10月14日 [Word] 
・文書の入力 

6 10月21日 (Word] 
・書式の設定 

7
  

10月28日 (Word] 
・定型文書の作成 

'
 

'
 



親
と
子
の
平
和
写
真
展
 

実
行
委
員
会
 
高
橋
 

。
（

3
4
)
  
52
2
1
 

敬
老
の
日
イ
ベ
ン
ト
 

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
II、
ー
五所
川
原

容
（
3
5)
0
3
2
ー
 

五
所
川
原
立
侵
武
多
 

「
写
真

展
」
 

写

真

大
募

集
 

岡
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

費
（3
8)
1
5
1
5
 

消
防
署
か
ら
の
お
願
い
 

公
（3
5)
2
0
1
9
 ノ

 

×
 水

の
中
で
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
 

●

9
月
1
5日
岡
 
1
1時

ー
1
2時
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
対
象
 
6
0歳
以
上
の
男
女
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

※
詳
し
く
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
 

下
さ
い
。
 

社
会
福
祉
医
療
事
業
団
 

（
子
育て
支
援
基
金
）
助
成
 

「
未
来
を
つ
＜
る
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
事
業
 

〈
む
ごん
劇
か
ん
ぱ
に
い
 公
演
〉
 

「空
中
芸
・
大
道
芸」
 

五
所
川
原
お
や
こ

劇
場
 

容
（
3
4)
6
5
9
3

・
野
呂
 

ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
の
空
中
芸
、
 

常
識
を
手
玉
に
と
る
曲
芸
な
ど
、
生
の

舞
台
の
迫
力
を
是
非
こ
の
機
会
に
ク
 

●

8
月
2
7日
同
 
1
4時
と
1
6時
の
2
回

市
民
体
育
館
 

●

前
売
券
 
ェ
ル
ム
・
タ
カ
ョ

・
辻
カ
 

レ
ン
ダ
ー
他
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
も
 

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
 

※
4
歳
、
大
人
ま
で
8
0
0
円
 

(3
歳
以
下
は
整
理
券
が
必
要
）
 

平
和
な
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
「」
 

れ
か
ら
の
子
ど
も
達
に
戦
争
の
悲
惨
さ

を
感
じ
て
も
ら
い
平
和
の
大
切
さ
を
知

り
、
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
た
く
さ
ん
 

Q
」
参加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

● 8
月
2
6日
田
、
2
7日
同
1
0時

ー
1
5時

水
と
緑
の
小
公
園
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

●

開
催
内
容
 

・

「原
爆
と
人
間
展
」
 ・

「
ユ
ニセ
フ
」
 
パネ
ル
展
 

・

地
雷

（
見
本
）展
示
 

・

戦
争
中
の
食
べ
物
再
現
 

（セ
ッ
ト
価
格
1
0
0
円
）
 

⑨
被
爆
者
を
囲
む
会
 

2
6日
田
 
1
1時

、
1
2時
 

＠
長
崎
行
動
参
加
者
を
囲
む
会
 

2
7日
回
 
1
1時

、
1
2時
 

⑥
ビ
デ
オ
上
映
 

＜
ら
し
と
趣
味
の
教
室

後
 
期
 
募
 
集
 

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
 

容
（3
4)
3
6
0
2
 

趣
味
と
し
て
覚
え
て
み
た
い
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

◇
対
象
 
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
、
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
人
 

◇
受
講
料
 
無
料

（
但
し材
料
費
は
本

人
負
担
）
 

◇
期
間
 
前
期
9
月
5
日
因
、
1
1月
9
 

日
困
ま
で
の
全
1
0回
（
毎
週
1
回
）
 

◇
時
間
 
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
頃
ま
で

◇
申
込
締
切
 

各
教
室
と
も
先
着
順
で
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
中
途
参
加
も
随
時
受
付
け

て
お
り
ま
す
。
 

容
 

内
 

集
 

募
 

◇
 

※
1
人
に
つ
き
3
種
類
（各
曜
日
1
つ
）
 

ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

過
去
に
終
了
し
た
方
も
受
講
で
き
ま
 
 

す
。
 

陶
芸
、
筆
ペ
ン
字
等
は
人
気
が
あ
り
 

ま
す
の
で
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
 

し
 

●

9
月
2
日
国

、
6
日
困

中
三
デ
パ
ー
ト
5
階
催
事
場
 

●

申
込
締
切
 
8
月
2
5日
圏
 

●

サ
イ
ズ
 
キ
ャ
ビ
ネ
判
（2
」
）
以
上

の
大
き
さ
 

●

申
込
先
 
商
工
観
光
課
 
商
工
会
館
 

1
階
ま
つ
り
本
部
 
中
三
デ
パ
ー
ト
 

1
階
案
内
所
 
カ
メ
ラ
の
オ
ー
ム
ラ

カ
メ
ラ
の
つ
が
る
 
く
し
び
き
写
真

店
 
サ
カ
エ
カ
ラ
ー
現
像
所
 
フ
ジ

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ス
現
像
所
 

⑨
テ
ー
マ
 
製
作
ー
運
行
ま
で
の
ナ
イ

ス
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真

（
初心
者

・
女

性
・
子
供
カ
メ
ラ
マ
ン
大
歓
迎
）
 

※
応
募
内
容
 

①
額
付
で
箱
に
応
募
票
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。
 

②
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

③
作
品
は
申
込
先
を
通
じ
て
返
却
し
ま

す
。
 

④
応
募
者
に
は
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
 

五
所
川
原
甚
句
 

盆
踊
り
大
会
 

五
所
川
原
甚
句

保
存
会

事
務
局

公
（3
5)
1
4
2
2

・
千
葉
 

●

8
月
1
6日
困
、
1
7日
困
1
9時
、
2
1時

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
 

ー
駐
車
場
 

◇
種
目
 
五
所
川
原
甚
句
・
津
軽
甚
句

◇
団
体
 
（1
団
体
5
人
以
上
）
 

◇
踊
り
参
加
者
全
員
に
粗
品
プ
レ
ゼ
、
ノ
 

×
 

五
所
川
原
消
防
署
で
は
、
火
災
等
の

有
事
に
備
え
万
全
を
期
す
る
た
め
、
次

の
日
程
で
市
内
全
域
の
消
火
栓
及
び
防

火
水
槽
の
一
斉
点
検
を
行
い
ま
す
。
 

点
検
で
は
消
火
栓
を
放
水
い
た
し
ま

す
が
、
放
水
に
際
し
て
は
万
全
の
態
勢

で
行
い
ま
す
の
で
、
何
分
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●

実
施
月
日
 

8
月
2
0、
2
1日
 
三
好
地
区

・
中
川
 

地
区

・
梅
沢
地
区
・
七
和
の
一
部
 

2
2、
2
4日
 
旧
市
内
・
長
橋
地
区

・
 

七
和
の

一
部
 

2
5、
2
6日
 
栄
地
区
 

2
7、
3
0日
 
松
島
地
区
・
飯
詰
地
区
 

●

実
施
時
間
 
各
日
 9
時
、
1
2時
 

※
雨
天
等
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
 

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

嗣
屍
サ
 
ン
 

曜日 教室の種類 定員 回数 

火
  

陶 一
 ）
に
J
 に
J
  

l

l

ー
  

ー
ー
ー
 

0
0
0
 

 

茶 	道 

はがき絵 

水 
社交ダンス に

J
に
u
 

 

ー
ー
  

ー
ー
 

0
0
 

 
手芸教室 

木
  

着 付 け に
J
 に
U
 に
J
  

ー
ー
ー
  

ー
ー
ー
 

0
0
0
 

 

筆ペン字 

いけばな 

組みひも 15  10 
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と
芸
《
又
永
わ

ら
 

題

字
 
斉
 
藤
 

〔川
柳
岩
木
吟

社
〕

ー
川

柳
ー
 

ど

ん
底
を
見

て
来
た

人
に
あ

る
温

み

戦
略

を

背

負
っ

て
試

供
品
が

来
る

無
料
だ

と
思
っ

て
ま
し

た
親

の
汗

積
み

過
ぎ

た

欲
が

重
た

い
泥
の
舟
 

白
承
 

沢
 
田
 
百
合
子
 

カ
ン

パ
イ
の
ジ
ョ
ッ

キ
に

と
け
る

今
日

の
う
さ
 

佐
 
藤
 
す
み
子
 

双
子
か

な
異
状

な
ふ

く
ら

み

十
ケ

月
 

、
王
導
権

強
気
な

人
が

持
ち

続

け
 

産
声
に

僕
の
遺

伝
子
見

て
し

ま
う
 

一
言
の

重
さ

を

知
っ

て
老
父

無
口
 

怖
じ

お
じ

と
十
七
歳

の
誕

生
日
 

ヘ
ル
。
ハ
ー
の

一
言
老
い

に
苗
ゲを
盛

る
 

昇

る
陽
も
沈

む
陽
も
見

て
査
”
寿
を
越
え
 

佐
々
木
 
仁
 
丸

高
 
橋
 
幾
 

朗

高
 
橋
 
紅
 
雨

櫛
 
引
 
淡
 
平

水
 
上
 
汀
 
柳

蝦
 
名
 
秀
 
丸

筆
 

田
 
長
一
朗
 

佐
 
藤
 

エ
 
藤 

雨 
ん 

読 じ 

平
 
山
 

平
 

お
な
か
の
 

赤
ゃ
ん
と
楽
し
む
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
 

、
妊
婦
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お
父
さ
ん
、
 

ご
家
族
の
方
、
興
味
の
あ
る
方
ど
な

た
で
も
大
歓
迎
、
 

安
産
を
願
っ
て
い
る
あ
な
た
。
安
産

の
た
め
の
食
事
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

●

9
月
4
日
同
 
9
時
3
0分

、
1
3時

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 
安
産
の
た
め
の
食
事
に
つ
い

て

（
調理
実
習
）
 

◇
講
師
 
は
つ
ら
つ
女
性
課
栄
養
士
 

◇
料
金
 
食
材
料
費
が
一
部
自
己
負
担

◇
定
員
 
2
0名
 

◇
申
込
締
切
 
8
月
2
8日
卿
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

西
北
中
央
病
院
小
児

科
 

荒
井
宏
治
先
生

の
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
 

ヘ
 
ル
 
パ
 
ン
 
ギ
 
ー
 ナ
 

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
と
い
う
の
は
、
夏
か
ぜ
の
一
種
で
す
。
 

一
歳
一
今
月
の
男
の
子
が
三
十
九
度
の
発
熱
で
診
察
に
来
ま
し
た
。
 「急
に
た
べ

れ
な
く
な
っ
て
、
よ
だ
れ
が
す
ご
い
ん
で
す
。」
と
お
母
さ
ん
。
「
見て
ご
ら
ん
な
さ

い
。」
と
、水
泡
の
で
き
た
子
供
の
の
ど
の
奥
を
み
せ
る
と
、
 「
こ
れ
では
食
べ
れ
ま

せ
ん
ね
。」
 
と
お母
さ
ん
も
納
得
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
病
気
は
七
、
八
月
を
中
心
に
、
六
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
流
行
す
る
夏
か
ぜ

な
の
で
す
。
の
ど
に
水
泡
が
で
き
、
つ
ぶ
れ
て
潰
癌
（
かい
よ
う
）
にな
る
の
で
、
痛

み
で
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
で
き
な
く
な
り
ま
す
0
熱
も
高
く
、
三
十
九
度
か
ら
四
十

度
が
二
日
か
ら
四
日
間
続
き
ま
す
。
つ
ば
を
飲
ん
で
も
痛
い
の
で
、
よ
だ
れ
が
多
く

な
り
ま
す
o

コ
ク
サ
ッ
キ
ー
A
群
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
症
で
十
型
が
多
い
の
で
す
が
、
 

四
、
五
、
六
型
と
い
う
の
も
同
じ
症
状
で
す
0
コ
ク
サ
ッ
キ
ー
B
ウ
ィ
ル
ス
や
エ
コ
 

ー
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
毎
年
違
う
ウ
ィ
ル
ス
が
流
行
す
る
と
、
 

ま
た
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

潜
状
期
は
二
日
か
ら
四
日
で
す
。
心
配
な
合
併
症
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

水
分
を
飲
ま
な
く
な
る
と
脱
水
症
に
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
や
ョ
ー
グ
ル
ト
、
ゼ
リ
ー
な
ら
、
何
と
か
食
べ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
 

、市
立
図

書
館
か

ら
あ
れ

こ
れ
ノ
 

図
書
館
員
も
夢
を
み
る
 

「
中里
町
の
図
書
館
、
電
算
化
だ
ど
」
 
「
い
っき
ゃ
の
ー
」
 
「
むつ
市
だ
っ
き
や

ー
 

迎
賓
館
み
た
い
だ
図
書
館
だ
ど
」
 
「
い
っき
ゃ
の

ー
」
 
と
は
いえ
、
よ
そ
様
ば
か
り

う
ら
や
ん
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
当
館
だ
っ
て
電
算
化
し
た
い
。
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ

み
た
い
に
な
ぞ
っ
て
貸
出
が
し
た
い
の
で
す
。
 

で
も
さ
き
だ
つ
も
の
が
…
 
と

イ
ジ
イ
ジ
し
て
い
た
ら
、
若
い
人
が
名
案
を
出

し
ま
し
た
。
 「予
算
が
な
け
れ
ば
自
分
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
 バ
ー
コ
ー
ド
を
手
で
張

れ
ば
い
い
ん
で
す
」
と
り
あ
え
ず
、
蔵
書
八
万
冊
が
目
標
。
 一
日
六
百
冊
だ
と
一
年
、
 

三
百
冊
だ
と
二
年
で
終
わ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
私
の
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
 
「恩
警
の

彼
方
に
」
 
と
 
「
プ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ

ー
」
。
こ
つ
こ
つ
や
れ
ば
s
F
の
世
界
に
到
達
す

る
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
作
業
は
、
六
月
三
十
日
か
ら
始
め
て
八
月
一
日
現
在

で
五
千
四
百
冊
ま
で
進
み
ま
し
た
。
 

今
日
も
黙
々
と
職
員
は
手
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
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「すくすく健診 

◆場 所】働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

◆受付時間】12時30分から12時45分 

*3歳児健診のみは12時15分12時30分 

◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル 

対 	象 	児 期 日 

4 カ月児健診 平成12年 4月生まれ 9月 5 日因 

1歳 6 カ月児健診 平成11年 3 月生まれ 9月26日因 

3 歳児健診 平成 9年 5 月生まれ 9月21日困 

すこやか発達相談 
◆場 所】働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

開 設 日 時 間 内 容 

母と子の 

相談日 

9月 6日困 

9月20日因 

* 20日の午後は電話予約 

となっています。 

1O:OO-12:00 
13:OO-15:OO 

・各月齢での

成長、発達、 

育児、遊び

栄養（離乳食 

等）相談 

健 康 相 談 

各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容】心の相談、病気の相談、血圧測定など保 

健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの】健康手帳（お持ちの方） 

開
 
催
 
」
繊
 

所
 

開催月日 開
 
催
 
寺
 
間
 

水野尾コミュニテイ

消 防 セ ン タ ー 
8月25日団 13 : 00--14 : 30 

桜 田 集 会 所 8月28日（月） 10 : 30-12 : 00 

コ ミ コ，ニ テ イ

セ ン タ ー 栄 
8月30日因 

お子さんに関する相談は、 

10 : 00-12 】 00 
成人の相談は、 

13: 00-14 : 00 
坂 の 上 耳、会所 8月31日困 12: 30-13 : 30 

献血のご案内簾誓事 

期 日 時 間 場 	所 

9月 9日田 
10:00から 

15:00まで 
市役所お祭り広場 

大和山チャリテイーバザー会場 

 	救急医療当番~ 
  	~ 

~ 
"  

月 	日 曜日 医療機関名 所 	在 電話 

8月20日 日
  

（レり俊栄会 
川崎胃腸科内科医院 

五所川原市字
敷島町56-1 34-3330 

8月27日 ［日
 

図守生会 

中村整形外科医院 
五所川原市字
一ッ谷160 34-3315 

※ 1．対応時間（電話で確認）午後 9 時から午後 5 時まで。 

2 ．その他、消防署（救急医療案内ロ34 押‘I 戸 一押I介します。 

懸、 	 女性課 
0 1 73 一 35一 21 1 1（内線2急 
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本年初お目見え「軍配」 
高さ22.20m 重さ16 t の立侵武多が
ゆつくりゆつくり運行 

おそろいのピンクのハンテンで踊る
高校生立仮武多応援隊の皆さん 
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